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イベント概要 

 

[企業名]  株式会社村田製作所 

 

[企業 ID]  6981 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会  

 

[イベント名]  2023 年 3 月期 決算説明会 

 

[決算期]  2022 年度 第 4 四半期  

 

[日程]   2023 年 4 月 28 日  

 

[時間]   15:30 – 16:33 
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[開催場所]  インターネット配信 

 

[登壇者]  3 名 

代表取締役社長    中島 規巨（以下、中島） 

取締役 常務執行役員 コーポレート本部 本部長 

      南出 雅範（以下、南出） 

上席執行役員 セラミックコンデンサ事業本部 本部長 

      大森 長門（以下、大森） 
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[アナリスト名] ゴールドマン・サックス証券  高山 大樹 

三菱 UFJ モルガン・スタンレー証券 内野 晃彦 

みずほ証券     後藤 文秀 

UBS 証券     平田 真悟 

野村證券     秋月 学 

シティグループ証券    内藤 貴之 
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登壇 

 

司会：定刻になりましたので、ただ今より、株式会社村田製作所、2022 年度決算説明会を始めさ

せていただきます。 

本日は、大変お忙しい中ご参加いただき、誠にありがとうございます。 

では初めに、本日の弊社の出席者を紹介させていただきます。代表取締役社長、中島規巨でござい

ます。 

中島：よろしくお願いします。 

司会：取締役、常務執行役員、コーポレート本部本部長、南出雅範でございます。 

南出：よろしくお願いします。 

司会：上席執行役員、セラミックコンデンサ事業本部本部長、大森長門でございます。 

大森：よろしくお願いいたします。 

司会：他、IR メンバーが参加しております。 

中島：冒頭、私から一言申し上げます。昨日開示させていただきましたが、3 月 16 日に私どもの

データサーバーにアクセスがあったことが確認されました。本日まで調査を進めてきた結果、ファ

イナンスデータへの影響は全く確認できませんでしたので、今回、予定どおり決算説明会を開催さ

せていただきます。ご心配をお掛けして申し訳ございません。よろしくお願いします。 

司会：本日の進行ですが、まず弊社から決算についてご説明させていただきまして、その後 15 時

50 分頃から質疑応答の時間を設けさせていただきます。資料につきましては弊社ホームページ、

投資家情報の IR ライブラリに掲載しております。また、説明会資料の適時開示も実施しておりま

すので東証の適時開示情報閲覧サービスでもご確認いただけます。決算説明会資料のページ数を申

し上げてご説明いたしますので、お電話でご参加の方はそちらをご覧ください。 

それでは南出より、決算の内容をご説明させていただきます。 
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南出：いつも当社の IR 活動へのご支援、ありがとうございます。それでは決算説明を開始しま

す。 

2 ページ目をご覧ください。この 2022 年度の実績のサマリーでございます。 

まず、売上高は前期比で 6.9%減の 1 兆 6,868 億円、それから営業利益は 29.8%減の 2,979 億円と

いう結果になりました。これは期の真ん中から民生機器向けでコンデンサ、それからコンポーネン

ト関係、通信機器向けの部品での売上高の減少があったことが原因です。利益面では生産高の減少

による操業度損が主な減益要因です。 

2 月に発表しました直近の業績予想に対しましては、ほぼ発表しましたとおりの結果になりまし

た。 

株主還元につきましては、期末配当金は計画どおり、1 株当たり 75 円を予定しております。 
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3 ページ目をお願いします。これは 2023 年度の業績見通しのサマリーでございます。 

売上高は前期比 2.8%減、それから営業利益は 26.1%減の 2,200 億円を計画しております。売上

高、利益ともに、後ほど要因について説明させていただきます。 

設備投資は、中期的な部品需要の拡大に備えていくために、今期も 2,200 億円を計画しておりま

す。 

株主還元につきましては、前期と同額の 1 株当たり 150 円の配当を予定しております。 
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5 ページをお願いします。これが業績の概要でございます。 

売上高、営業利益につきましては先ほど申し上げましたけれども、ROIC についても触れさせてい

ただきます。2021 年度の 22.6%に対しまして、2022 年度は 14.6%に減少しました。これは売上高

営業利益率の減少に加えまして棚卸資産、それから固定資産の増加があったことが原因でございま

す。 

為替につきましては 135 円 48 銭となりました。為替感応度につきましては、今期は 1 円の円高為

替変動で売上高で 100 億円、それから営業利益で 50 億円と考えております。 
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6 ページ目をお願いします。これは業績推移の四半期別のグラフでございます。 

第 4 四半期ですけれども、売上高の減少、それに合わせました操業度の減少、それから為替もやや

円高に振れたこともありまして、季節変動もあるんですけれども第 4 四半期大きく利益が落ち込み

ました。 

 

7 ページ目をお願いします。売上・受注、それから受注残高の推移でございます。 
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第 4 四半期は、先ほど申し上げましたとおり売上高が減少しましたけれども、受注も第 4 四半期、

まだ低迷が続いておりまして、BB レシオは 0.9 となりました。受注残高もそれに合わせて減少し

ている状況です。 

第 4 四半期につきましては、売上受注、大体同じ傾向ですが、売上について少しだけ補足します

と、モビリティ市場向けの売上高は比較的まだ堅調が続いているんですけれども、スマホ、PC 向

け、それから家電のリチウムイオン二次電池が第 4 四半期に減少しております。これが主な要因で

す。 

 

8 ページ目をお願いします。事業別セグメント売上高でございます。 

詳細は次のページで申し上げますけれども、全体的に各製品とも減少しております。エナジー・パ

ワーのみ前期比増加という結果になりました。 
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9 ページ目で説明させていただきます。 

コンデンサ、それからインダクタ・EMI フィルタは大体傾向は同じです。モビリティ向けでは為替

の影響は入って増加しましたけれども、民生機器向けで減少しております。 

高周波・通信につきましては、樹脂多層基板で増加しましたけれども、昨年度、表面波フィルタ、

高周波モジュールで減少しております。それからコネクティビティモジュールでもポートフォリオ

の入れ替えもありますけれども、こういったところが減少しております。 

エナジー・パワーにつきましては、パワーツール向けの電池が増加しております。ただ、これも材

料の値上げの影響を徐々に転嫁していっている部分も含まれていることは補足させていただきま

す。 
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10 ページ目をお願いします。用途別売上でございます。 

モビリティ、家電向けが増加しておりますけれども、その他は減少しております。 

 

11 ページ目をお願いします。用途別売上の増減の要因です。 

こちらは大体先ほど製品別のところで申し上げた内容とかぶりますので、ここでは割愛させていだ

きます。 
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12 ページ目をお願いします。セグメント別の損益の状況です。 

コンポーネントは前年度比減収減益、それからデバイス・モジュールも前年度比で減収減益となっ

ています。 

デバイス・モジュールにつきましては、第 4 四半期で言いますと赤字となっております。 

 

13 ページ目をお願いします。2021 年度から 2022 年度に対する利益の変動要因でございます。 
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このグラフで示しておりますとおり、大きな減益の要因は操業度損でございます。一方で、為替で

プラス要因があります。 

準変動費・固定費について少しだけ補足させていただきますと、これは利益の減少の要因としまし

て、2022 年度の第 3 四半期に前回の決算のご報告で申し上げましたけれども、特殊費用が 70 億

円入っております。それからエネルギー費、人件費、前年度に買収しました Resonant、Eta 

Wireless の費用も 2022 年度から載っているということもございます。 

その他のところでは材料費の高騰部分がここに入っています。ただし部分的に売価値上げできてお

りますので、両建てで計上されているとご理解ください。 

 

14 ページ目をお願いします。キャッシュフローです。 

営業キャッシュフローにつきましては、純利益が前期に対して減少したことに加えまして、棚卸資

産の増加が影響しまして、前期比大きく営業活動によるキャッシュフローが減少しております。 

それから財務活動によるキャッシュフローでは、今期、自己株式の取得 800 億円が含まれており

ます。 
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16 ページ目をお願いします。これが 2023 年度の業績予想でございます。 

上に書いてありますとおり、2023 年度から IFRS を採用しますので、実際には 2022 年度米国会計

基準との比較はできないのですけれども、おおむね損益に関しましては大きな、顕著な影響はござ

いませんので、参考にこの比較で説明させていただきたいと思います。 

売上高それから利益の減少につきまして、後ほど資料を使いまして説明させていただきます。 
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17 ページ目をお願いします。まず事業環境の認識です。 

左側が今回の業績予想の前提、それから右側は、そこに織り込んでいないリスクということで記載

させていただいております。 

いくつか書いてありますけれども、主にはスマートフォンの回復の時期、これは夏場頃と考えてい

ます。それから値下がりについては一定今期見込んでいます。モビリティ顧客の BCP 部品在庫は

継続的に保有される前提で考えております。その他、パワーツール向けの下期回復、為替前提、当

社の生産活動、一定の在庫削減に向けた生産計画を考えております。 

こういったことに関しまして、これ以上の何かさらにリスクがあるとすれば、右側に書いてあるこ

とかなということで記載しております。詳細は割愛させていただきます。 

 

18 ページ目をお願いします。これも前提ですけれども、部品需要の予測として、市場のセット台

数の予測を説明させていただきます。 

スマートフォンにつきましてはプラス 3%、それから PC につきましてはマイナス 10%、自動車に

関しましてはプラス 5%、うち xEV は 1.3 倍と計画しています。 

少しだけ補足しますと、スマートフォンに関しましては、主に中華圏のお客様のことを書いている

んですけれども、ローエンド端末の比率が一定上昇すると見込んでおります。 
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19 ページ目をお願いします。セグメント別の売上予想です。 

主にコンポーネント、それからデバイス・モジュールのうち、機能デバイスでは増加を見込んでお

りますけれども、高周波・通信、エナジー・パワーでは減少を見込んでいます。次のページで詳細

をお話しさせていただきます。 

 

20 ページをご覧ください。 
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コンデンサ、インダクタ・EMI フィルタ、大体傾向は同じですけれども、モビリティ向けでは増加

を見込んでおります。 

それから高周波・通信につきましては、コネクティビティモジュールで事業ポートフォリオの見直

しがまだ 2023 年度は続くことで、その減少の影響を見込んでおります。前期売上高が増加しまし

た樹脂多層基板につきまして、今期は特にシェアに大きな変動があると見込んでいるわけではない

のですけれども、1 台当たり使われる単額が一定の減少を見込んでいることでマイナス。高周波モ

ジュール、表面波フィルタについては今期増加を計画しています。 

エナジー・パワーは今期マイナス。機能デバイスにつきましてはプラスと考えております。 

 

21 ページをお願いします。 

用途別につきましてはモビリティがプラス、その他は今期マイナスを見込んでおります。 
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22 ページ目をお願いします。業績予想の前提でございます。 

この中で設備投資について少し補足をさせていただきますと、2023 年度は 2022 年度に対して増

加していますけれども、一つは 2022 年度から部材が手に入らなかったこともあって後ろ倒しにな

った部分があるということ。それから建物について計画していたものを、2023 年度、建物、土地

について取得するといったこともありますので若干増加しております。中長期的な部品需要に備え

ていくことが背景でございます。 

為替レートにつきましては、2023 年度 127 円を見込んでおります。 
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23 ページ目をお願いします。2022 年度からの利益の増減要因でございます。 

大体ここにご覧のとおりですけれども、これも準変動費・固定費についてだけ少し説明させていた

だきます。今期マイナスに表示されておりますけれども、年度の平均で考えると、エネルギー費が

まだ増加すること。それから IT に関する投資、そういった固定費のほうで増加を見込んでおりま

す。 
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24 ページをお願いします。これが上期下期の内訳でございます。 

ご覧のとおり下期から本格的に売上高が回復してくると、それに合わせて営業利益が増加していく

と見込んでおります。 

 

25 ページ目をお願いします。上期下期の増減要因でございます。 

主には操業度の増加で増加していくことを計画しております。 
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26 ページ目をお願いします。こちらは 2023 年度の四半期別の売上高です。 

第 2 四半期、第 3 四半期にかけて増加していくと考えております。 

 

27 ページ目をお願いします。生産計画です。 

ご覧のとおり 2022 年度は売上高に対して生産が多かったということですけれども、2023 年度は

一定適正なレベルに在庫を圧縮していくことで、通期で商製品・仕掛品で 400 億円の削減を計画

しております。 
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28 ページ目をお願いします。 

配当につきましては、2022 年度と同額の配当を計画しております。 

 

29 ページ目をお願いします。こちらはキャッシュフローでございます。 

詳細は割愛させていただきます。 
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30 ページ目をお願いします。 

先ほどの前期と同額の配当ですけれども、当社は中期的な配当性向 30%と DOE4%以上を目安に考

えておりますので、今回、配当に関しましては同額と決定させていただきました。 

 

32 ページ目、最後、少しだけ中期についてお話しさせていただきます。 



 
 

p. 23 
 

ご覧のとおり、2024 年度の目標、売上高 2 兆円、営業利益率、ROIC20%以上に対しまして、2023

年度の予想は幾分開きがあるんですけれども、2023 年度しっかりと立て直しを図って、できる限

り 2024 年度の目標に対してしっかりと立て直していきたいと思っております。 

 

33 ページ目をお願いします。戦略投資につきましては、ここに記載のとおりでございます。 

3 カ年で 2,300 億円と考えておりました。2022 年度は 236 億円、やや数字が小さいように見えま

すけれども、M&A につきましては Resonant の M&A を 2021 年度に前倒しに行ったことで、そう

いった影響もあります。 

それから、設備投資との関係で言いますと、環境投資と IT インフラの費用の一部は設備投資にも

入っております。2023 年度は M&A に関してはこの中には入れておりませんけれども、300 億円

程度の戦略投資の枠を持って今は計画しております。 



 
 

p. 24 
 

 

34 ページ目をお願いします。 

先ほどの中期との乖離があると申し上げました。現在、当社アプリケーションのスマートフォン、

タブレット PC など、若干市場が踊り場になっていますけれども、アプリケーションの移行期と考

えています。 

右側に新たな技術ということでいくつか書いてあります。そういった新しい技術に対しまして、当

社は既存の製品、それから開発している他の製品群でしっかりと備えていきたいと思っています

し、投資につきましても将来の成長に対してしっかりと基盤を固めていくことは継続していきたい

と思っております。 
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35 ページをお願いします。これが最後のページですけれども、これはインフォメーションミーテ

ィングでご紹介した将来のイメージでございます。 

こういった世界に向けて、しっかりと基盤づくりをしていきたいと思っておりますので、引き続き

ご支援とご指導をよろしくお願いいたします。 

私からの発表は以上です。 

司会：当社からの説明は以上です。 
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質疑応答 

 

司会 [M]：質疑応答の時間に移ります。 

ご質問のある方は、こちらからお名前をお呼びいたしますので、ご発言をお願いいたします。な

お、チャットでご質問いただきました内容につきましては、司会で代読させていただきまして、登

壇者よりご回答させていただきます。 

それでは、ゴールドマン・サックス証券 高山様、お願いいたします。 

高山 [Q]：よろしくお願いします。3 点お願いします。 

最初に、MLCC について終了した Q4（第 4 四半期）の稼働がどうであったか。また、2023 年度

の Q1、Q2、Q3、Q4 はどのように持っていく予定であるのか。また能力を伺わせてください。 

それと同時に、BB レシオという表現で受注を見るのは非常に難しいと思うんですけれども、この

4～6 月、7～9 月のどの辺りで BB レシオ的には 1 を超えてくることが可能性としては高いのか、

引っ張るとしたら何なのか、車は堅調でスマホはどうなのかとか、その辺りの入り組み、建て付け

を教えてください。これが 1 つ目です。 

大森 [A]：ありがとうございます。大森からお答えいたします。 

まず、Q4 の操業度でございますが、前回の決算報告の時にお話しさせていただきましたけれど

も、稼働日前提で申しますと 80%程度まで落としております。ただし、各商品群によっては、そ

の色合いが多少出ているということでございます。特にスマートフォン、パソコンといった民生品

の領域では、稼働日だけでは調整ができない中で、部分的に設備の操業度を落とす施策も取ってお

ります。 

一方で車載領域においては一定の注文をいただいており、その部分については高い操業度を維持し

ております。トータル、平均としましては、おおよそ稼働日前提では 80%、ここまでの調整で取

り組みを進めてまいりました。 

それから、今後 2023 年度の Q1、Q2、Q3、Q4 でこの領域にどのような変化が起こるか、まず

Q1、Q2 については若干の改善が見込まれるということでございます。稼働日前提で今 80%程度ま

で落としているものにつきましては、この夏にかけて 80%から 85%の領域まで上げていく見込み

でございます。それから後半、Q3、Q4 につきましては、さらにスマートフォン市場の辺りも盛り
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返してくる、さらには車載領域も増えてくることで、プラス 5%、85%から 90%の稼働日を計画し

ております。 

それから BB レシオでございます。現時点で Q4 におきましては、まだ 1 を切っている状況でござ

いまして、0.9 辺りにございます。ただ、この 2 月、3 月、4 月では少しずつ改善が見えておりま

して、この後半期については 1 に近づいていく状況になるのではないかなと見ております。以上で

ございます。 

高山 [Q]：あわせて能力についても今年の予定をお聞かせください。それと用途別の動きとして、

自動車は堅調でこのままお客さんも在庫を減らさず保有したままいく前提で、一方スマホも通常の

季節性ぐらいは 7～9 月には来るという前提で正しいでしょうか。 

大森 [A]：弊社の生産能力としましては今申し上げましたように、稼働日ベースで若干落としてお

りますのでその分の減少はございます。今後の市場在庫、それから弊社の在庫という面で言います

と、スマートフォン領域におきましては市場の在庫が随分と減ってきた認識でございます。弊社の

中では一定その領域の在庫を持っておりますけれども、その分を使いながら、今後上昇してくる受

注に対してその生産を高めていくという見込みでございます。ただ、一定この夏にかけては、まだ

強い注文ではないというところでは在庫消化の時間と見ております。 

それから自動車につきましては、今後も強い注文があるという見込みを持っております。先ほどの

説明におきましても、18 ページで xEV では 1.3 倍、それから自動車の市場ではプラス 5%を見込ん

でおりますけれども、この領域についての在庫、生産についてはただ今準備を進めています。 

高山 [Q]：能力は年間 10%増強を MLCC で継続と言っていたところは、ちょっとダウンというニ

ュアンスで正しいですか。 

大森 [A]：能力増強という点で言いますと、生産負荷ベースでプラス 10%は計画どおり進めてまい

ります。 

高山 [Q]：分かりました。2 つ目に価格という点で、今回の織り込みは前期に対して通常並みなの

でしょうか。利益増減グラフでは値下げが 760 億円という数字が織り込まれていますが、これは

実際に今、そういう現象が起こってきているのか、それともこういう事業環境なので通常ベースを

見ようよという前提なのか、もう少し今見えている状況を教えていただけますでしょうか。 

大森 [M]：コンデンサについてでよろしいですか。 

高山 [Q]：全社ベースなので、コンデンサだけではなくて全体的に、また用途で言うとどういう動

きがあるかも含めてお願いします。 
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中島 [A]：MLCC が主体になりますが、基本的には通常の商行為の関係上、やはり今の能力過多の

状況で厳しい要求がお客さんから来ているのは事実かなと思っています。シェアをキープ、あるい

はシェアをもう少し獲得していこうというアプローチの中で、積極的な価格政策はとっていきたい

なと考えています。 

高山 [Q]：分かりました。最後に在庫の考え方です。年間を通じて売上よりも生産を低くする計画

です。これは、在庫がそもそも多かったですよということだったのか、それとも適正だけど念のた

め下げて、来期のジャンプアップを考えているという意味なのか、その辺りの意味合いを教えてく

ださい。 

南出 [A]：製品によって少し違うと思うんですけれども、まず少し在庫が過多になっている品種で

言いますと、リチウムイオン二次電池があります。こちらは納期の繰り延べもありますので今在庫

はやや多いということに対して、2023 年度において適正化していきたいと思っています。 

それから MLCC につきましては、通常レベルよりは若干多いところです。これに対しましては、

やはり以前にも申し上げたかもしれませんけれども、今後の立ち上がりを考えていきますと、一定

我々としてコントロールしている範囲の中で在庫を積み上げています。それを今回、主に上期です

けれども、2023 年度末にかけて適正化していこうと考えております。 

高山 [M]：分かりました。ありがとうございます。 

司会 [M]：高山様、ありがとうございました。それでは、次のご質問の方にまいります。三菱 UFJ

モルガン・スタンレー証券 内野様、お願いいたします。 

内野 [Q]：ありがとうございます。まず MLCC です。先ほどより、2 月、3 月、4 月と少し動きが

出ているという話があったんですけれども、どんなところが動き出しているのか。継続性のある動

きなのか、Q1 に向けてどんな需要を期待できるのかを教えてください。これが 1 点目です。 

大森 [A]：ありがとうございます。まず、これまでのトレンドと変化が起こって来ていますのは、

中国のスマートフォン市場、こちらが少し強くなってきたという状況でございます。これが短期的

なのか、これからの一つのトレンドになるのかという判断でございますが、中国のスマートフォ

ン、完成品の在庫も随分と消化されたという認識のもとで、これからは需要見合いの注文が入って

くるという判断をしております。以上でございます。 

内野 [Q]：スマホ以外の今のトレンドは、そんなに大きな変化はないですか。例えば自動車とか、

あとは産業機器関係とか、その辺り少し色合いは違うのでしょうか。 
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大森 [A]：自動車につきましては特に大きな変化はつかんでおりません。一定の注文、それから長

期的にもご要求をいただく状況でございます。それから、基地局或いはサーバー関係を注目して見

ておりますが、こちらについてはまだ顕著な動きはございません。 

内野 [Q]：PC はいかがですか。 

大森 [A]：PC については、高性能のゲーム用 PC については落ち込みなく、一定成長を続けてい

ます。ただ、全体のボリュームとしてはマジョリティーになるレベルではございませんので、全体

的なレベルで言いますと、一定水準で低めの注文という状況でございます。 

内野 [Q]：分かりました。ありがとうございます。2 点目ですけれども、スマホ向けの高周波モジ

ュールの現状の進捗状況です。今期というよりも来期以降を見据えたとき、現状の開発動向あるい

はお客様の技術動向で、もし変化がありましたらアップデートをお願いいたします。これが 2 点目

です。 

中島 [A]：前回の報告からあまり変化点はありませんが、中華圏のスマートフォンメーカー様につ

いては、今年出される中華圏チップセットメーカーのプラットフォームのもので相当量モジュール

が採用されるであろうという読みだったり、韓国のスマートフォンメーカー様が発売される新機種

は昨年度までの機種よりも少し上振れするだろうという読みがあったりします。あと北米のスマー

トフォンメーカー様については、来年、予想どおりプラットフォームの変更があるのであれば相当

なチャンスが我々にあるかなと思っています。 

内野 [Q]：分かりました。プラットフォームの変更の有る無しは非常に気になるわけですけれど

も、御社としては、その辺りはまだ不確定というか、着々と準備は進めている感じでしょうか。 

中島 [A]：計画どおりにプラットフォーム変更がなされれば大きなチャンスにつながると思ってい

ます。我々から見えないところでその遅延要素もあるかもしれないので、その辺りを注視していき

たいと思っています。 

内野 [Q]：なるほど。併せてですけれども、この間私がお聞きしたときに、今後大きなブレークス

ルーがあるという点では、やはり VR 的なものとか、或いは少し小型の身に着けるような機器とい

ったものが出てくると考えています。そういった観点でいくと、VR の新しい製品も今年色々と立

ち上がるのではないのかなと思います。何かその辺りで、今期、来期辺りでの変化点は御社の中で

今見えているでしょうか。 
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中島 [A]：技術的には、やはり 5G の採用といったものが進んでいる段階で、あまりトレンドに変

化はないです。どちらかというとそういう通信機器がインフラになって、あとでセンシングの情報

だったり、そこに載せる情報にアップデートが出てくるかなと思っています。 

内野 [M]：分かりました。ありがとうございました。 

司会 [M]：内野様、ありがとうございました。それでは、次の質問の方にまいります。みずほ証券

後藤様、お願いいたします。 

後藤 [Q]：ありがとうございます。数字関係について 2 点お願いします。 

まず、Q4 のご実績の中で、一時的な利益増減要因が含まれているかどうか、期末の棚卸評価であ

るとか、2023 年度 Q1 以降に継続性のないアイテムが含まれているのであれば、それを教えてく

ださい。 

あと、前回の説明会で足元の月次の受注の month-on-month の動きを MLCC と全体で教えていた

だきましたけれども、今回もぜひここ数カ月を振り返り、実際どういう変化になっているのかを教

えてください。以上 2 点です。 

中島 [A]：2 点目を先に回答させていただくと、先ほども大森から少しありましたように、中国の

スマートフォンを中心に、徐々にですけど受注は回復傾向にはあります。 

そんな中で、先ほど触れたように MLCC とリチウムイオン二次電池が少し在庫過多の状態。BB レ

シオで言うと、トータルではやはり 1 を切っている状況ですけれど、逆に言うとその 2 アイテムを

除けば、この 2 月、3 月から BB レシオは反転しています。 

ということで、この Q4 をボトムに徐々に回復傾向にあるのは実感としてあります。お客様との会

話も結構フリーにできる状態になっていますが、そんな中でも、少なくとも夏以降は需要が喚起さ

れるだろうという見込みは立っているかなと思っています。そこを中心に month-on-month では

徐々に BB レシオの改善が見られている状況です。 

後藤 [Q]：受注について、例えば前月比何パーセント増という形でご説明をいただくことは可能で

しょうか。 

南出 [A]：南出から回答させていただきます。受注の月ごとの推移でございます。全社で言います

と、1 月は前月比、ゼロからマイナス 5%、2 月は同じくゼロからマイナス 5%、3 月は前月比でプ

ラス 10%から 15%で、3 月で少し上がっています。 
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それから、コンデンサにつきましては前月比、1 月がマイナス 10%から 15%、2 月がプラス 10%か

ら 15%、3 月もプラス 10%から 15%といった推移になっています。 

後藤 [Q]：4 月の状況はいかがでしょうか。 

南出 [A]：4 月に関しましては、あまり現時点で申し上げられないですけれども、まだ全体として

は低調な受注の水準が続いております。少し市場別で跛行色が出ています。 

 

あと 1 問目について私から説明させていただきます。Q4 の一時的な費用の増減としましては、Q3

で 70 億円の特殊費用として品質関連費用と環境対策費を計上しておりますけれども、その部分が

Q4 ではなくなっています。それが 40 ページ目でお示ししております準変動費・固定費の減少が

プラスに出ている要因です。 

一方、棚卸評価につきましては、Q4 で 100 億円ぐらいの評価減をもともと見込んでいたんですけ

れども、最終的には 130 億円程度の評価減を入れております。これは通常のいわゆる滞留期間に

よる判定と、それからリチウムイオン二次電池につきましては、それに追加して計上しておりま

す。 

後藤 [Q]：目立った一時費用はそれぐらいですか。 

南出 [A]：そうですね。目立ったものといいましたら、そういったところです。 

後藤 [M]：分かりました。ありがとうございます。 
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司会 [M]：みずほ証券 後藤様、ありがとうございました。それでは、次の質問の方にまいりま

す。UBS 証券 平田様、お願いいたします。 

平田 [Q]：本日はありがとうございます。 

私は在庫について伺いたいんですけれども、財務諸表を拝見しますと 3 月末の棚卸資産は 5,750 億

円で、12 月末とあまり変わっていないように見えます。一方で Q4 の生産高と売上高を比較する

と、生産高のほうが 180 億円程度低いと思いますので、その商製品と仕掛品の在庫はどのように

動いたのかをご解説いただきたいです。 

あと 3 カ月前のご説明ですと、この 1～3 月に在庫を下げたらもうそれ以上あまり下げないという

メッセージだったと思うのですが、それが結構変わったかなという印象を持っていまして、そこは

何か考え方に変化があったのか、この辺りをお願いいたします。 

中島 [A]：先ほどもあったように、在庫過多の状況にあるアイテムが目立っているものが、MLCC

とリチウムイオン二次電池です。Q4 はどうだったかというと、やはり先ほど申し上げたように、

思ったほど需要の成長がなくて、底の状態だったかなと思っています。 

そういった形で在庫の消化があまり進まなかったということですが、先ほど少しありましたよう

に、3 月頃から徐々に回復傾向にありますので、この上期、平準化に向けて在庫の消化を進めてい

けるものだと考えています。 

南出 [A]：私から、Q3 から Q4 にかけての商製品・仕掛品の変動について少し補足させていだきま

す。 

バランスシート上は、商製品・仕掛品は前四半期比でマイナス 24 億円、それから原材料はプラス

25 億円となっています。一方で、Q4 の生産高は売上高に対して 180 億円程度減少させていると説

明をしております。この減少と先ほどの商製品・仕掛品のマイナス 24 億円との差の要因は未実現

利益についての戻りの部分となります。Q4 では利益率が下がったことにより未実現利益が少なく

なったという状態でありますが、生産高はこの影響を除いた形で計算しております。 

平田 [Q]：実質的には計画されたよりは減らなかったということですか。 

南出 [A]：実質的には減ったんですけれども、ただ 2 月に発表させていただいた時の我々の計画に

対しては在庫の減少の仕方は少ないといった理解で結構かと思います。 

平田 [Q]：ありがとうございます。2 点目は価格に関してです。他の質問者様と重複してしまうか

もしれませんが、Q3 から Q4 の増減分析を拝見すると、価格はそこまで下がっていないように見

えます。受注が戻ってきている中で、かなり価格を厳しく見ていらっしゃるのでしょうか。 
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先ほど、価格政策を積極的に行ってシェアを取っていくようなご発言がありました。この辺りは従

来と少しトーンが違うようにも私の中では思っているんですけれども、どういった分野で積極的に

価格を下げて取っていくと考えていらっしゃるのか。価格は保守的に見ていらっしゃるのか、この

価格の前提について考え方を確認させていただけないでしょうか。 

南出 [A]：まず、資料についてのお話をさせていただきますと、2022 年度、それから 2023 年度の

計画もそうですけれども、価格変動のところに材料価格の高騰に対する転嫁の部分が入っておりま

すので、見た目と実態とはちょっと乖離があるかもしれません。 

実態としましては、2021 年度は価格の値下がりが非常に少なかった年ですけれども、2022 年度は

若干下がった年でした。それから 2023 年度は、2022 年度に対してもさらに通常の値下げで言え

ば政策的な部分も前年比大きめの値下げを計画しています。 

中島 [A]：今懸念のあった、すごくコンサバティブに見ているかというとそうではないと思ってい

ます。今の市場環境から言って、ちょっと価格転嫁もあって行ったり来たりする部分もあるんです

けれど、それほどアグレッシブにここに示しているわけではないと考えています。 

平田 [Q]：かしこまりました。ありがとうございます。最後にリチウムイオン二次電池について、

今まで収益でご苦労されていらっしゃったと思いますので、今期どのような形で収益改善、あるい

は悪化で入れていらっしゃるのか分からないですが、この辺りの考え方で、黒字化の目途や今の時

点での目線がございましたら教えていただけないでしょうか。 

中島 [A]：目線としては、やはり中期計画の終了する 2024 年度までに黒字化とは思っているとこ

ろはあるんですけれど、市場環境は結構厳しい状況になっていると思っています。 

我々が注力しているパワーツールの市場は、中長期的には当然成長市場であり、CAGR も 10%以

上あるだろうと思っていますが、2023 年度を見ると、やはり先ほどからあるように在庫も相当保

有していますし、それの消化を優先させたいと思っていますので、2023 年度はまだまだ厳しい状

況かと考えています。 

その一方で、新しい構造の二次電池の提供も始めていますので、他社にはできない、差異化できる

特性、あるいは構造のものになっているんで、そちらの立ち上げをきっちり遂行できるように注力

していきたいと思っています。 

平田 [Q]：ありがとうございます。そうしますと 2023 年度は赤字額がちょっと前年比では拡大し

てしまう年になってしまう理解でよろしいですか。 

中島 [A]：そうならないようにします。 
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平田 [M]：ありがとうございます。 

司会 [M]：平田様、ありがとうございました。それでは、次の質問の方にまいります。野村證券 

秋月様、お願いいたします。 

秋月 [Q]：よろしくお願いいたします。 

Q3 時点での予想に対して、先ほど 30 億円ほど棚卸の評価減が多かったというお話がありました

けれど、それ以外に何か期末の費用面で意図していなかった費用がかかったとか、そういうことは

おありになられないでしょうか。 

南出 [A]：特に特殊費用は今回大きく入っていませんけれども、棚卸資産の評価が 130 億円、評価

減を入れているといった点があります。これが計画していたよりも若干大きいということでござい

ます。 

秋月 [Q]：次に事業に関してご質問させて下さい。顧客の新しいプラットフォームが出る時にチャ

ンスが生まれるという話を中島社長は何回かされていらっしゃっていて、一般的には顧客の新しい

プラットフォームが出てくるタイミングはそんなに遠くないのかなとおっしゃられていたかと思い

ます。 

決まっている決まっていないという話はまだだろうと思うんですけれども、チャンスとして、どう

いったところが見えてきているのか。今まで取れていなかったところで新たに取ろうと思った時

に、どういうところがチャンスとして見えてきていらっしゃるのかを差し支えない範囲でお願いで

きればと思います。 

中島 [A]：今、過去の計画どおりにプラットフォームの変更が決定されていたのであれば、相当な

シェアアップにつながったであろうと思っています。ただ、先ほども申し上げたように、プラット

フォーム全体の話なので、それが計画どおり立ち上がるかどうかは、我々には分からないとこがあ

ります。 

全体のトレンドとしては、この 2 年間の取り組みの成果は目に見える形で出てきたかなとは思って

いるんですけれど、なにぶん大きなプラットフォーム変更なので、それが計画どおり、それも

100%遂行されるかまだまだ我々には分からないところがあります。明確な回答にはなっていませ

んし、或いはそれが故に中期方針で目指す姿が達成できるかどうかも、そういったことが大きく影

響するので、今日の段階で明確な話ができていないのはそういうところです。 

秋月 [Q]：なるほど。潜在的にどんなところが村田のチャンスのポイントだと思われますか。 
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中島 [A]：2015 年度に例えば高周波であったらピークがあったんですが、それ以降少しシェアを

落とす環境があって、その反省点を活かしてこの 2 年間ぐらい注力してきたことがあり、相当パワ

ーをかけてやってきたので、それが成果につながっているのかなと思っています。 

秋月 [Q]：分かりました。ありがとうございます。最後に MLCC について簡単に 1 問だけお願い

します。760 億円という値下がりの前提がどうしても大きいなと感じます。それはどう捉えたらい

いかという話です。 

去年は数があまり出ない一方で大型化などがあり単価ばかりが上がった年だと思います。今年は数

が出る年という前提を入れていらっしゃるので、数が出る分値段が下がる、稼働率もそれで上がる

という建て付けになっていらっしゃいますか。 

大森 [A]：はい。一定その数が増えてくることと、値段との関係はこれまでの一つのトレンドでご

ざいます。その中の自動車で、特に最近よく新聞等で出ていますけれども、xEV 市場では、少し自

動車そのものの値段の動きがあります。それらがどのように部品に及んでくるのか、この辺りは少

し注視している状況でございます。 

秋月 [M]：分かりました。ありがとうございます。 

司会 [M]：秋月様、ありがとうございました。そろそろ予定の時刻が近づいてまいりましたので、

あとお一方とさせていただきます。なお、現在チャットでいただいておりますご質問につきまして

は、後ほど議事録で回答させていただきます。 

それでは、シティグループ証券 内藤様、お願いいたします。 

内藤 [Q]：お世話になっております。私から最後に 1 点だけ質問させてください。 

MLCC について、私からも価格戦略について 1 点確認させていただきたいんですけれども、目標

とする KPI についてどのように考えておけばいいのかというところです。 

先ほどシェアをキープ、或いは獲得するというお話がありました。分野として、自動車の xEV の

ところでシェアをキープする、或いは拡大していくために、価格戦略としては少し積極的な選択を

取られるという理解でよろしいでしょうか。 

また、先ほど xEV でも車体価格が下がっていくと、こういうところで圧力が出るのではないかと

いうご示唆をいただいたのかなと考えているんですけれども、それは OEM あるいは Tier1 とかか

らの要請に基づくものなのか。あるいはそれも含めて競合との競争環境で、競合を抑えていくリス

クがあるから先に下げる必要があるのか、そういった点についてはどのように理解しておけばいい

でしょうか。こちらの価格戦略についてのみ教えてください。よろしくお願いいたします。 
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大森[A]：ありがとうございます。最初のご質問でございます。イエス、ノーで答えますと、イエ

スでございます。こちらについては、我々も意識的に自動車の市場は見てまいりましたし、その準

備を進めてまいりました。 

一方で、そういった領域については、我々の同業も含めて取り組みを進めてきている中で、我々が

いかにその地位を守っていくのかという中では、品質、供給能力、加えて価格も一定使っていこう

という考えでございます。 

それから、将来的にこの領域はどうなっていくのかについては、値段についてはお客様が一体どう

いった、先ほどの値下げ分を吸収していくのか、その辺りは今後お客様との交渉の中で決定してい

くということでございます。我々が積極的に値段を下げていく、そういった意志は持ってございま

せん。以上です。 

内藤 [Q]：分かりました。ありがとうございます。稼働率を維持するところも重要な点にはなるの

でしょうか。 

中島 [A]：一定、操業度損を考えますと、稼働率の維持は非常に影響度がございますので、その部

分も考慮の一つのポイントでございます。 

内藤 [M]：ありがとうございます。大変よく理解できました。私からは以上です。 

司会 [M]：内藤様、ありがとうございました。それではお時間となりましたので、以上をもちまし

て、株式会社村田製作所、2022 年度決算説明会を終了させていただきます。 

本日は、お忙しい中ご参加いただきまして、誠にありがとうございました。 

 

（チャットでのご質問に対する回答） 

Q：2023 年度のモビリティ向けの売上予想が前期比+11.5%とありますが、車載向け MLCC 市場へ

の同業他社の参入状況について教えてください。市場シェアに変動はありますか？ 

A：同業との競争は激化していますが、従来と変わらず、当社の車載向け MLCC の市場シェアは

50％程度と考えており、現時点でシェアに大きな変動はありません。半導体供給不足の影響もあ

り、自動車生産台数の伸びは+5％に留まりますが、モビリティ向けの売上予想は+11.5％を見込ん

でおり、電装化の進展などによる員数増によって自動車生産台数の伸び以上の売上成長を計画して

います。 

以上 
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当 Q&A に記載されている、当社又は当社グループに関する見通し、計画、方針、戦略、予定、判断などのうち既に確定した事実でない記載は、将来の業

績に関する見通しです。将来の業績の見通しは、現時点で入手可能な情報と合理的と判断する一定の前提に基づき当社グループが予測したものです。実

際の業績は、さまざまなリスク要因や不確実な要素により業績見通しと大きく異なる可能性があり、これらの業績見通しに過度に依存しないようにお願いいた

します。また、新たな情報、将来の現象、その他の結果に関わらず、当社が業績見通しを常に見直すとは限りません。実際の業績に影響を与えるリスク要因

や不確実な要素には、以下のものが含まれます。 

(1)当社の事業を取り巻く経済情勢、電子機器及び電子部品の市場動向、需給環境、価格変動、(2)原材料等の価格変動及び供給不足、(3)為替レ

ートの変動、(4)変化の激しい電子部品市場の技術革新に対応できる新製品を安定的に提供し、顧客が満足できる製品やサービスを当社グループが設

計、開発し続けていく能力、(5)当社グループが保有する金融資産の時価の変動、(6)各国における法規制、諸制度及び社会情勢などの当社グループの

事業運営に係る環境の急激な変化、(7)偶発事象の発生、などです。ただし、業績に影響を与える要素はこれらに限定されるものではありません。 

当 Q&A に記載されている将来予想に関する記述についてこれらの内容を更新し公表する責任を負いません。 


